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〈学会および研究会報告〉
※第36回日本社会学会
(63年10月19日,於鹿児島大学)
「志摩漁村の社会学的研究(1)序説一 問題
と視角 」 川 越 淳 二
「海女漁村とその村落構造の特徴一 鳥羽市
国崎町一(1)村落構造」 後 藤 和 夫
「同 上(2)村規制と村落生活」
中 田 実
「真珠産業の浸透 と村落構造の変容 浜島
町浜島
「同 上
(1)在来漁業の生産構造」
島 本 彦 次 郎
(2)真珠養殖の浸透」
牧 野 由 朗
※法制史学会第16回大会
(64年4月6日,於早稲田大学」
「頼納質禁制の創始年次について」
見 城 幸 雄
※第15回関西社会学会
(64年5月17日,於名古屋大学)
「志摩漁村の研究(2)序説一問題と視角一」
川 越 淳 二
「真珠産業の浸透過程 阿児町立神 」
牧 野 由 朗
「沿岸漁村の構造 とその変容 在来漁業と
漁村 志摩町御座 」 後 藤 和 夫
※豊川市文化講演会
(64年8月23日,於豊川市体育館)
「入会権の歴史と現況」 森 靖 雄
※中部地方総合史学研究会
(64年10月18日,於愛知大学名古屋校舎)
「部落有林野の歴史と問題点」
森 靖 雄
※第37回日本社会学会大会
(64年9月26日,於東京都立大学)
「志摩における出稼漁村の構造一 阿児町志
島一 」 川 越 淳 二
「志摩漁村の社会構造と真珠産業の浸透一
大王町船越一 」 中 田 実
後 藤 和 夫
※地方史研究協議会
(64年11月1日,於フェリス女学院)
「地方寺院の成立 と展開一 経済の発展と文
化の交流に関聯 して一 」 鈴 木 泰 山
※ 日本言語学会
(64年11,月15日,於広島大学)
「虚辞否定について」 堀 井 令 以 知
※愛知大学綜合郷土研究所公開研究報告会
(64年12月3日,於愛知大学)
「ミ焼けない前の火の用心sの ミない多につ・
いて」 堀 井 令 以 知
「入会地の住民に対する役割 の変化 につい
て」 森 靖 雄
〈現地調査〉
(A)三重県菰野財産区運営に関する調査
63年10月8日～10日,森所員は本学黒木三
郎教授 ・東京大学潮見俊隆教授とともに,三
重県菰野町において財産区運営に関する,法
社会学的観点からの聞取調査をおこなった。
(B)信州明治初期器械製糸工場調査
63年10月11日～14日,森所員は信州諏訪深
山田製糸場の経営につき,諏訪 ・岡谷 ・長野
地方を聞取調査 した。
(C)郷土文化史蹟調査
63年10月28日,久曽神所員は約40名の同行
者とともに,安城市周辺における往昔の交通
路を踏査 した。
(D)三河地方在来産業調査
63年12月17日～20日,森所員は現代日本産
業発達史研究会の3氏 とともに,豊橋 ・岡崎
・安城各市における在来諸産業の発展過程 と
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現況にかんする調査をおこなった。
(E)三ケ日町遺物破片散在地帯調査
64年2月中3回 にわたり,夏目所員は高校
生2名 とともに,静岡県引佐郡三ケ 日町鶴代
字 ゴウガイの開墾地において,弥 生式土器片
などの表面採集をおこなった。
(F)愛知 ・静岡県境方言調査
64年3から4月へかけて,堀 井所員は学生
5名とともに愛知 ・静岡両県境方言の言語地
理学的調査をおこない,等語線の画定資料を
蒐集 した。この調査にもとつ く研究結果は,
本誌に発表されている。
(G)郷土文化史蹟調査
64年5月1日と6月8日,久 曽神 ・夏 目両
所員は約30名の同行者とともに,静 岡県三ケ
日町周辺を調査 し,橘逸勢にかんする資料を
蒐集 した。
(x)古代交通路調査
64年7月10日と8月20日,久曽神所員は他
に6名 の同行者 とともに,蒲郡市と豊川市に
おいて往昔の交通路にかんする資料蒐集をお
こなった。
(1)志摩漁村総合学術調査
64年7月中旬か ら9月上旬へかけて,川 越
・後藤 ・歌川 ・島本 ・中田 ・牧野 ・森各所員
は,三 重県鳥羽市と志摩郡内の国崎 ・浜島 ・
立神 ・志島 ・船越 ・御座各町およびそれに関
連する各地において,文 部省科学研究費によ
る漁村の社会学的総合調査をおこなった。
調査成果は愛知大学文学論叢 ・当研究所紀
要 ・日本社会学会大会 ・関西社会学会大会な
どで,順 次発表 しつつある。
なお,本調査関係者は前年にひきつづき個
人またはグループで,た びたび現地調査をお
こなっている。
(」)三河一宮上長山古墳発掘
64年8月25日～31日,浅若 ・歌川 ・森所員
・は名古屋大学大参義一助手や本学学生約30名
とともに,三河一宮村上長山の帆立貝型古墳
を発掘調査した。
(幻 菰野財産区明治 ・大正期書類調査
64年9月5日～7日 と10月9日,森所員は
本学黒木三郎教授や本学学生約20名とともに
三重県菰野財産区の運営にかんする,明治 ・
大正期の書類調査をおこなった。
(L)木彫技術記録調査
64年9月21日～11月30日,森所員は豊橋市
高須彫刻店において,伝 統的な欄間彫刻技術
を小型撮影機によって連続記録し,記録映画
「木彫」1巻 を作製 した。
(M)三河比舎古古窯群調査
64年10月2日～3日,歌 川 ・森所員は本学
考占学研究会員約10名とともに,豊橋市細谷
町比舎古地内の豊川放水路工事現場か ら発見
した古窯群を調査 し,鎌倉期の半製陶器など
多数を採集した。
(N)姫街道嵩山宿文書調査
64年10刀24日,歌川 ・森所員は本学歴史学
研究会員4名 とともに,東 海道脇往還姫街道
嵩山宿夏 目家に遺る,同宿場関係文書の調査
をおこない,史 料目録などを作成 した。
(0)武蔵南部における仏教文化の伝流
64年11月2日～4日,鈴 木泰所員は圭宝文
雄氏とともに金沢称名寺文庫を中心とした,
神奈川県東 ・西部の寺院を調査 し,東密系統
仏教文化の関東進出経路などを確認した。
㈲ 徳川家康の東進政策について
64年11月14日～15日,鈴木 泰所員は浜名湖
周辺の堀川城 ・堀江城趾と伝え られる土地を
巡見 し,関係寺院数か寺を歴訪 して,徳 川家
康の東進政策にかんする資料を蒐集 した。
(Q)普門寺古文書調査
64年12月1日,久曽神所員は10名の同行者
とともに,三 河普門寺の古文書を調査 した。
㈹ 紀州錦浦における漁業権調査
64年12月8日～12日,森所員は本学浜田稔
助教授 ・東京大学潮見俊隆教授 ・茨城大学小
林三衛教授とともに,三 重県度会郡錦浦にお
ける大敷網共同漁業権の行使 ・その他にかん
する調査をおこなった。
(S)日間賀島島民生活と絞産業調査
64年12月24日～27日,森所員は日本福祉大
?4
学 の研究者 ・学生らとともに,知多郡 日間賀
島における絞産業導入の経過 と,同産業の実
態を調査 し,基礎的な聴取資料をえた。
'(T)岐阜県海津郡水屋調査
65年1月8日と1月17日,森所員は岐阜県
下の輪中地帯海津郡平田町今尾 に遺 る水屋
(水害用防災建築物)を 調査 し,建築構造の
写真撮影 と常備器具の蒐集をおこなった。
1(U)三ケ日町銅鐸出土地調査
65年1月29日,夏目所員は京都大学梅原末
治名誉教授と三ケ日町文化財保護委員数名 と
ともに,静 岡県引佐郡三ケ日町 日比沢山銅鐸
(総丈94.5センチ,内 紐高30センチ,6区 画
袈裟1文)出 土地を調査 した。
〈著書 ・論文〉
(「 」は著書,「 」は論文)
○ 川越淳二所員
「志摩漁村の研究 序説覚書(1)」愛知大学文
学論叢第27輯(64年3月)
「名古屋市の地域構造の変化と都市化の進展
(中部都dT学会研究報告書64の1)」名古屋
市総務局(64年3月)
「志摩漁村の研究 序説覚書(2)」愛知大学文
学論叢第29輯(65年3月予定)
○久曽神昇所員
「本能寺切」かな研究13号(63年10月)
「元暦校本万葉集」かな研究14号(64年1月)
「下絵拾遺抄切」かな研究15号(64年4月)
「日本歌学大系 別巻3」 風間書房(64年5
月)
「諸仏菩薩釈義紙背文書」かな研究16・17・18
号(64年7月～65年1月)
「千五百番歌合の原本について」愛知大学文
学論叢第26輯(64年2月)
「古今集」解釈と鑑賞(64年6月)
「古今集 ・新古今集の構成」国文学(64年6
月)
「伝藤原公任筆歌集切」古筆と短冊13号(64
年6月)
「奏覧本金葉集の意義」金城国文11の1(64
年9月)
「平安時代の仮名消息」国語と国文学11月号
(64年11月)
○見城幸雄所員
「隠地禁制について⇔」愛知 大学法経論集
(法律篇)第43号(63年11月)
「隠地禁制について㈲」愛知 大学法経論集
(法律篇)第44号(64年3月)
「隠地禁制について㈲」愛知大学法経 論集
(法律篇)第45号(64年7月)
「頼納禁制の創始年次について」愛知大学法
経論集(法 律篇)第47号(65年1月)
○近藤恒次所員
「近世三河文献集成 近世編上」愛知県宝飯
地方史編纂委員会(63年11月)
「近世三河文献集成 近世編下」愛知県宝飯
地方史編纂委員会(64年2月予定)
○島本彦次郎所員
「志摩漁村浜島における漁業生産構造の変容
(1)一 経営主体 としての漁業組合の部落
共同体的性格一 」愛知大学文学論叢第27輯
(64年3月)
○鈴木泰山所員
「伊勢湾周辺に於ける中世仏教の伝流(第2
回)一 特に志摩 ・知多 ・渥美三半島を中心
として一 」愛知大学文学論叢第27輯(64年
3月)
「地方寺院の成立 と展開」地方史研究(64年
8月)
○鈴木中正所員
「カッサパ王物語」愛知大学文学論叢第26輯
(64年2月)
○夏 目隆文所員
「新羅人叛乱の夢一 シンラドウクズレの背
景一 」(「 韓来文化と其の事蹟」所収)韓
国資料研究所(64年11月)
「「あらたまのきへ』私注一 鹿玉郡覇多郷
の伎人の民戸一 」美夫君志(65年3月予定)
○堀井令以知所員
「etreとavoir」フランス語フランス文学研
究No.2(63年11月)
75
「御所ことば語彙の調査研究 続編」人文第
15号(63年11月)
「意味論に関する若干の問題」愛知大学文学
論叢第26輯(64年2月)
「PaulZiffのSemanticAnalysis」言語
研究第45号(64年3月)
「展望 『言語学」」(『国語年鑑昭和39年版」
所収)秀 英出版(64年7月)
「日本語の系統論」愛知大学文学論叢第28輯
(64年12月)
「単語 ・連語の構成論の方法」(「 口語文法
講座1」 所収)明 治書院(65年1月)
○牧野由朗所員
「志摩漁村浜島における漁業生産構造の変容
(皿)一 真珠産業の浸透と漁業組合一 」
愛知大学文学論叢第27輯(64年3月)
○森靖雄所員
『菰野財産区有文書集 下巻」(共 編)宗 文
館書店(63年10月)
『徳川時代における市場成立の研究」一宮史
談会(64年1月)
『(ルポルタージュ)日本のムラ」中部地方
総合史学研究会(64年4月)
〈昭和39年度研究所組織〉
所 長
所 員
久曽神 昇
浅若 晃
川越 淳二
見城 幸雄
近藤 恒次
佐 木々忠夫
鈴木 泰山
中田 実
中出 惇
牧野 由朗
歌川 学
久曽神 昇
後藤 和夫
榊原惇一郎
島本彦次郎
鈴木 中正
夏目 隆文
堀井令以知
森 靖雄
運営委員(庶 務)歌 川 学
(企画)島 本彦次郎
(資料)堀 井令以知
(編集)川 越 淳二
助 手 森 靖雄
事務嘱託 高須 義江
<所員会議>
64年5月7日所員会議を開催。昭和38年度
決算報告を承認。昭和39年度予算案を決定。
今年度からの新規継続事業計画として,愛 知
・岐阜 ・三重 ・静岡4県 下の各県 ・郡 ・市 ・
町 ・村史 ・誌の蒐集を決定 した。
庶務担当運営委員川越淳二所員の本学文学
部長就任にともない,そ の繁務を緩和す るた
め前掲のように委員の分担替えを決定 した。
これよりさき,同年3月20日。任期満了に
ともなう所長改選のけっか,久 曽神昇前所長
が再任され,64・65年度の研究所運営にあた
ることになった。
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一 志摩漁村の社会学的構造と
その変容過程に関する社会学的研究一
執 筆 者
川 越 淳 二
後 藤 和 夫
島本 彦次郎
森 靖 雄
中 田 実
牧 野 由 朗
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